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寒河江ダム 定期報告書

平成22年2月
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１．寒河江ダムの概要



寒河江ダムは、最上川水系の洪水による氾濫
を防御するほか、豊かな水資源を活用し、21
世紀の山形の新しい産業づくりのため、19年
の歳月をもって、平成2年11月2日に完成し、
平成22年で20年が経過。

1.1 寒河江ダムの概要 事業の概要①

ダムの諸元ダムの諸元

形式：ロックフィルダム
（中央コア型）

ダムの高さ：112.0m

ダムの長さ：510.0m

総貯水容量：109,000千m3

流域面積：231.0km2

湛水面積： 3.4km2



寒河江ダムの管理は、ダム建設の目的であ
る、洪水調節、河川環境の保全、かんがい
用水、水道用水の供給、発電の機能を十分
発揮させるため、適正な運用を行うとともに、
貯水池の環境機能の維持を図るものである。

1.2 寒河江ダムの容量配分 事業の概要②

ダムの目的ダムの目的

◆洪水調節

◆維持流量の確保

◆かんがい用水の供給

◆水道用水の供給

◆発電

貯水池容量配分図

総貯水容量

109,000千ｍ３

有効貯水容量

98,000千ｍ３

堆砂容量11,000ｍ３

93,000千ｍ３

93,000千ｍ３



1.3 寒河江ダムの貯水池運用 事業の概要③

季節により貯水池の水位が変動

洪水期



1.4 ゲート操作の実績 事業の概要④

寒河江ダムでは、春～夏季（5～7月）にかけ流入量が多くなるため、
貯水池の水位維持や洪水調節で頻繁にゲート操作を行っている。

洪水調節だけではなく、弾力的管理の一環として洪水時期（6/16
～10/31)においてフラッシュ放流を実施していることから、1回／週
の頻度でゲート操作を行っている。

寒河江ダム　月別ゲート操作日数（H16～H21年月別平均）
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２．洪水調節



ダム地点における計画高水流量
2,000m³/sを300m³/sに調節し、最
上川の両羽橋地点で白川ダム、長
井ダム等の上流ダム群と合せて、
9,000m³/sを8,000m³/sに低減させ
洪水防御をはかる。

2.1 洪水調節計画 洪水調節①

放流方式：一定率一定量方式

Qout＝(Qin-200) ×0.055+200

洪水調節図 [寒河江ダム地点洪水調節図]



管理を開始(平成3年4月)してから平
成20年までに、洪水調節を63回実施。

至近10ヵ年では、平成16年7月の最大
流入量が既往第2位を記録。

月別発生回数では、4～5月の融雪期
の洪水や7月の梅雨期の前線性の洪
水が多い。

2.2 洪水調節実績 洪水調節②
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H3.4.18 低気圧 445.26 302.97 232.09 399.50 第8位
H5.7.14 前線 597.67 219.40 530.47 389.14 第3位
H7.4.23 低気圧 461.80 60.00 406.30 375.49 第7位
H7.8.10 低気圧 681.50 149.90 618.10 386.58 第1位
H9.7.5 前線 435.88 211.19 240.74 393.93 第10位
H10.8.7 前線 442.49 198.41 363.17 388.51 第9位
H10.9.16 台風5号 583.39 62.43 536.58 381.55 第4位
H12.7.18 前線 500.35 203.30 297.05 389.01 第5位
H16.7.17 前線 614.66 201.10 413.56 390.90 第2位
H17.6.27 前線 478.26 208.15 270.11 389.30 第6位

寒河江ダム洪水調節実績 ベスト10



梅雨前線の活発化により、最大流入量は約615m3/sに達し、ダム
管理開始以降２番目の規模の出水となった。
洪水調節により、寒河江ダム下流の西根地点において、ダムが無
かった場合に比べ、ピーク流量で約300m3/s、水位で約0.6m低減さ
せた。

2.3 洪水調節効果（１） 洪水調節③

-

100

200

300

400

500

600

700

H16.7.15 12 H16.7.16 00 H16.7.16 12 H16.7.17 00 H16.7.17 12 H16.7.18 00 H16.7.18 12

流
量
(m
3
/
s)

375.00

380.00

385.00

390.00

395.00

400.00

405.00

410.00

ダム流入量

放流量

貯水位

常時満水位(398.5m)

洪水期制限水位(387.0m)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

雨
量
(m
m
/
h
)

0

50

100

150

200

累
加
雨
量
(m
m
/
h
)

時間雨量

累加雨量

最大放流量201.10m3/s

最大流入量614.66m3/s

最高貯水位390.90m

平成16年7月17日(既往第2位)洪水の洪水調節実績

Ｈ１６．７洪水（ダム地点） Ｈ１６．７洪水（西根地点）



寒河江ダムは、洪水調節と併せ、流木及び塵芥を下流へ流下す
ることを防ぐという副次的な効果も果たしており、平成10年～平成
19年までに処理した流木量は約3,800m3に達する。

収集した流木は、木チップや木炭として再生産処理及び無料配布
するなど、コスト縮減に努めている。

2.4 洪水調節の副次効果 洪水調節④

チップの活用（法面敷設）

流木処理量の実績
公園のマルチング材として利用
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2.5 洪水調節の評価 洪水調節⑤

管理を開始以来、平成20年までに洪水調節を63回実施。

平成16年7月洪水(既往第2位)では、最大洪水量約615m3/sの
うち、約410m3/sをダムに貯め、西根地点において、ピーク流
量で約300m3/s、水位で約0.6m低減させることができたと推定。

流木や塵埃の処理により、良好な河川景観の確保や漁業被害
の軽減などの副次効果につながり、また、木チップや木炭とし
て再生産処理及び無料配布等により、コストの削減など図って
いる。

今後も下流域の洪水被害軽減のため、気象情報等に十
分注意し、早めの参集に心がけ、引き続き適切な洪水調節
操作を行う。



３．利水補給



かんがい用水：
寒河江川及び最上川沿岸にある農地
9,047haに対して、最大30.5m³/sのかん
がい用水を補給。
水道用水：
寒河江ダム下流地域の6市6町に対し村
山広域水道として1日最大239,400m³の
水道用水を供給。
発電用水：
本導寺地下式発電所によって、最大使
用水量62.5m³/s、最大出力75,000kWを
発電。また、西川町大字入間地内に築
造された新水ヶ瀞発電所によって、最大
使用水量30.0m³/s、最大出力5.000kWを
発電。
維持流量：
寒河江ダム下流の寒河江川及び最上
川の河川環境の保全を図るため、上流
ダム群と合わせて必要な量を確保。

3.1 利水補給計画 利水補給①



年間約４億～5億ｍ3の利水補給。
寒河江ダムからの利水補給は、本道寺地下発電所を経由するた
め、発電の水量が大半を占める。
流水の正常な機能の維持流量を目的とした放流により、西根地
点で5m3/s以上確保されている。

3.2 利水補給の実績 利水補給②
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下流の流況改善効果（参考）

渇水年である平成6年における下流の流況改善効果をみると、ダム
下流の西根地点において、7月末～9月上旬にかけてダムなしの場
合には維持流量(5m3/s)が不足していたが、寒河江ダムの補給に
より維持流量を下回ることは無かった。

寒河江ダムにより下流の流況改善効果が示された。

3.3 利水補給の効果（1） 利水補給③

補給総量：３,５００万ｍ３

平成６年７月渇水時の寒河江ダムの流入量と放流量平成６年７月渇水時の寒河江ダムの流入量と放流量



3.4 利水補給の評価 利水補給④

寒河江ダムの水は、流水の正常機能維持、かんがい用水、水
道用水および発電用水に使用されている。

寒河江ダムからの補給により、安定的な維持流量及び、かん
がい用水の確保が行われている。

水力発電によるCO2排出量は、石油火力発電の約1/67,石炭
火力発電の約1/89 であり、CO2排出抑制に大きな効果がある。

寒河江ダムは、流水の正常な機能維持、かんがい用水、
水道用水及び発電用水の水源として、重要な役割を担っ
ており、安定した利水量確保のため、今後も河川の流況に
注意するとともに関係機関と連携し、適切な管理を行う。



４．堆砂



寒河江ダム堆砂状況

累計堆砂量 計画堆砂量 年間堆砂量 計 画

11,000.00 － 110.00 － 100.00 10.10 476 千ｍ
３ 比率

1990 H ２ 141.52 110.00 141.52 110.00 1.29 0.28 613

1991 H ３ 304.12 220.00 162.60 110.00 2.76 0.61 658

1992 H ４ 583.00 330.00 278.88 110.00 5.30 1.17 841

1993 H ５ 684.60 440.00 101.60 110.00 6.22 1.37 741

1994 H ６ 728.29 550.00 43.69 110.00 6.62 1.46 631

1995 H ７ 813.47 660.00 85.18 110.00 7.40 1.63 587

1996 H ８ 916.64 770.00 103.17 110.00 8.33 1.83 567

1997 H ９ 1,120.09 880.00 203.45 110.00 10.18 2.24 606

1998 H１０ 1,267.28 990.00 147.19 110.00 11.52 2.53 610

1999 H１１ 1,377.17 1,100.00 109.89 110.00 12.52 2.75 596

2000 H１２ 1,469.52 1,210.00 92.35 110.00 13.36 2.94 578

2001 H１３ 1,605.35 1,320.00 135.83 110.00 14.59 3.21 579

2002 H１４ 1,749.46 1,430.00 144.11 110.00 15.90 3.50 583

2003 H１５ 1,709.24 1,540.00 -40.22 110.00 15.54 3.42 529

2004 H１６ 1,838.38 1,650.00 129.14 110.00 16.71 3.68 531

2005 H１７ 2,142.56 1,760.00 304.18 110.00 19.48 4.29 580

2006 H１８ 2,337.69 1,870.00 195.13 110.00 21.25 4.68 595

2007 H１９ 2,406.91 1,980.00 69.22 110.00 21.88 4.81 579
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堆砂状況の分析

♦管理直後は、計画堆砂の約2倍

♦その後は、計画堆砂の1.1倍

♦近年は、計画堆砂が1.6倍

4.1 堆砂状況 堆砂①
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11,000千m3）は19.8％ 、全堆砂率
（堆砂量2,173千m3／総貯水容量
109,000千m3）は2.0％となっている。

今後の堆砂対策

♦上流域の開発の把握と監視

♦堆砂対策の検討

2倍

1.6倍



堆砂量増大の原因（一部）

4.2 堆砂状況（参考） 堆砂②



５．水質
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5.１ 水質の状況(流入河川） 河川AA類型指定 水質①

流入河川（寒河江川・中村）の水質の経年変化
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5.2 水質の状況(貯水池内） 湖沼A類型 水質②
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平成１９年１０月１７日 山形新聞

5.3 水質の状況(下流河川） 水質③



近年オオマリコケムシが発生

国内では北海道～九州各地のダム湖沼、
用水路等で確認※。

引き続き、発生状況の経過を観察する。

分布拡大の要因は、釣り人の釣り道具や
カヌー等に付着したスタトブラストの移動
によるものと推察。

5.4 水質現象の状況 水質④

和名：オオマリコケムシ
（クラゲコケムシ）

学名：Pectinatella magnifica

苔虫動物門
┗被口綱
┗えん口目
┗ ヒメテンコケムシ科
┗ペクチナテラ属

和名：オオマリコケムシ
（クラゲコケムシ）

学名：Pectinatella magnifica

苔虫動物門
┗被口綱
┗えん口目
┗ ヒメテンコケムシ科
┗ペクチナテラ属

オオマリコケムシ
※出典：「日本におけるオオマリコ
ケムシ分布の推移」織田秀実、

1997

オオマリコケムシ
の虫体とその成長



5.4 水質の評価 水質⑥

環境基準から見た水質は、SSと大腸菌群数を除き概ね良好。

出水によるSSの増加で、環境基準の未達成の年が多い。

洪水の状況によっては、濁水現象が発生。

現況で冷水放流現象は生じていない。

富栄養化現象は生じていないが、富栄養化の階級判定
（OECD)では貧～中栄養に相当。

引き続き調査を行い、併せて、水質保全の啓発を図り、貯水池
内及び流入河川等の良好な水質の維持に努める。
貯水池内の濁水に対しては、洪水時の濁水流入状況の調査を
実施し、発生原因の究明を図り、その対策等の検討を進める。



平成２１年７月洪水の貯水池及び流入部の状況参考

H21.7.10洪水の規模

最大流入量約230ｍ３／ｓ

最大放流量約 60ｍ３／ｓ



ダム湖の水質を考える

●ダム築造後の流域の変化

♦H11：山形自動車道西川IC～月山IC間開通

♦H13：仁田山放牧場「べごっこ館」オープン

♦H15：大井沢温泉「湯ったり館」オープン

♦国道112号の交通量増大
（H17平日24時間交通量：田麦俣：約8,400台 開通時の約2.8倍）

♦砂防ダムのスリット化（H16、H18）

●量から質の時代

♦COD、T-N、T-P、ｸﾛﾛﾌｨﾙa等 → 富栄養化

♦大腸菌群数や濁り等に注目



６．生物



6.1 ダム湖及び周辺環境の特徴① 生物①

ロードストライク（ロードキル）

・湖岸道路で確認されているが、多発箇所はない。

・イモリ、モリアオガエル、カナヘビ、ノウサギなど。

・継続的な情報収集と多発箇所の有無の把握が必要。

・ウサギやテンなどの哺乳類が移動経路としてダム横断
物を利用している可能性がある。

• 植物相

H16H16年度年度 経年経年

出現種 123科684種 839種

新規種 96種（ドロヤナ
ギ・ヤマナシ等）

－

特定種 22種（ツルアブ
ラガヤ・タコノア
シ等）

33種(イイヌマムカゴ・ホソバ
ツルリンドウなど）

外来種 48種（オランダミ
ミナグサ・イヌビ
ユ等）

65種(アレチウリ・ハルジオン
など）

経年傾向
・ H16年度はH10年度より出現種数は49種増加、森
林面積、群落面積に大きな変化はみられない。

・工事後の帰化植物の進入は落ち着いた。
・原石山では吹きつけ種子の残存と先駆植物の進入
により、種類数が増加傾向にある。



6.2 ダム湖および周辺環境の特徴② 生物②

項目項目 年度年度 出現状況出現状況((最新調査回）最新調査回） 出現状況出現状況((経年）経年） 経年傾向経年傾向

魚類 H19 ・種類数：5科12種
・新規出現種：1種（ホトケドジョウ）
・特定種：3種（ホトケドジョウ・カジカ・
エゾウグイ）

・外来種：3種（ニジマス・モツゴ・ワカ
サギ）

・種類数：11科19種

・特定種：3種(ホトケドジョウ・カジカ・
エゾウグイ)

・外来種：7種(ブラウントラウト・ニジマ
ス等）

止水性魚類のギンブナの経年的な増
加がみられる。回遊性魚類のアメマス
が経年的に確認されている。

底生動物 H19 ・種類数：16科22種
・新規出現種：

5科5種(ヒロバネアミメカワゲラ・
ミルンヤンマ・ナミウズムシ等)
・特定種：0種
・外来種：0種

・種類数：79科209種

・特定種：1種(カトリヤンマ）
・外来種：0種

流れが穏やかな場所や止水環境に生
育するイトミミズ科の個体数の占める
割合が増加する傾向にある。

哺乳類 H18 ・種類数：12科23種
・新規出現種：6種(カワネズミ・ユビナ
ガコウモリ等)
・特定種：7種(ホンシュウトガリネズミ・
カワネズミ・ニホンリス・ムササビ等）
・外来種：1種（ハクビシン）

・種類数：13科28種

・特定種：8種(ヤマネ・カモシカ等)
・外来種：1種(ハクビシン)

確認種数に増加がみられる。

・特定種オコジョが減

鳥類 H20 ・種類数：34科77種
・新規出現種：9科9種(カワウ・ダイサ
ギ・フクロウなど）
・特定種：15種（ヤマセミ・サンショウク
イ・ミサゴ等）
・外来種：0種

・種類数：39科120種

・特定種：31種(オシドリ・ミサゴ・ハイタ
カ等）
・外来種：0種

猛禽類、樹林性鳥類など多様な鳥類
相が確認されており、大きな変化はみ
られない



6.3 流入・下流河川の生物相 生物③

出現状況出現状況((最新調査回）最新調査回） 出現状況出現状況((経年）経年） 経年傾向経年傾向

流
入
河
川

魚類
H19

・種類数：4科8種
・新規出現種：１種（アメマス）
・特定種：４種（スナヤツメ・エゾ
ウグイ・ヤマメ・カジカ）

・外来種：1種（ニジマス)

・種類数：5科9種

・特定種：4種(スナヤツメ・エゾウ
グイ・ヤマメ・カジカ）

・外来種：4種(ニジマス・ソウギョ・
ブラウントラウト・カワマス)

ダム建設以前には確認されていなかった細
流性魚類のスナヤツメが継続して確認され、
増加傾向にある。

底生動物
H19

・種類数：48科121種
・新規出現種：17種（サカマキ
ガイ・フタモンコカゲロウ等）
・特定種：0種

・外来種：0種

・種類数：79科238種

・特定種：1種(ニホンアミカモドキ)

・外来種：0種

大きな変化はみられない

下
流
河
川

魚類
H19

・種類数：８科14種
・新規出現種：3科3種（フクド
ジョウ・オオヨシノボリ等）
・特定種：２種（スナヤツメ・カジ
カ）
・外来種：3種(ニジマス・フクド
ジョウ・オイカワ)

・種類数：10科21種

・特定種：3種(スナヤツメ・カジカ
・エゾウグイ)
・外来種：10種(ニジマス・フクド
ジョウ)

底生魚類の確認種数の増加がみられる。

底生動物
H19

・種類数：49科130種
・新規出現種：20種（ミジカオ
フタバコカゲロウ・シロズシマ
トビケラ等）
・特定種：3種(モノアラガイ・ヒ
ラマキガイモドキ・ニホンアミ
カモドキ)
・外来種：1種(サカマキガイ)

・種類数：83科236種

・特定種：5種(モノアラガイ・ヒラ
マキガイモドキ等)

・外来種：2種(ハブタエモノアラガ
イ・サカマキガイ)

掘潜型(ユスリカ科など)の底生動物が経年
的に優占し、近年は遊泳型(コカゲロウ科な
ど)が増加傾向にある。



6.4 環境保全対策 ①フラッシュ放流の実施

寒河江ダムでは、ダムの弾力的管理の一
環として6月中旬から10月下旬までの毎週
木曜日にフラッシュ放流を実施している。
このフラッシュ放流は、河川に堆積した

藻や泥を流し、河川環境の改善を図ること
を目的にダムに貯めた水を放流するもの 。

放
流
前

放
流
前

放
流
後

放
流
後

３０３０m3/sm3/s放流中放流中

フラッシュ放流前フラッシュ放流前

生物④



6.5 環境保全対策 ①フラッシュ放流の効果 生物⑤
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図 フラッシュ放流前後の付着藻類細胞数の変化(地点平均）

フラッシュ放流の効果

滞留している大型緑藻類が一掃され、付着

藻類の減少も確認されています。

流量10～30m3/sの検証では、30m3/s放流

が最も掃流効果が得られています。



6.7 評価とりまとめ 生物⑦

• 寒河江ダム周辺の生物相は、経年的に大きな変化はみられない。

• 湖内ではイトミミズ科が増加傾向にあり、ダム建設による止水環境
形成の影響がみられた。

• フラッシュ放流は、剥離浮遊する緑藻類の堆積腐敗防止と景観保
持のために有効である。

引き続き生物等調査や河川巡視等を通じ、実態を把握するとと
もに、貯水池内及び流入河川等の良好な水辺環境の保全に努
める。



７．水源地域動態



寒河江ダム周辺は磐梯朝
日国立公園の朝日連峰、霊
峰月山に囲まれて、月山夏
スキーをはじめ奥羽山系レ
クリエーション都市の弓張平
公園等高原リゾートとして整
備が進められ、ダム周辺環
境整備と相まって、流域の
開発と保全並びに観光資源
として大きな役割を果たして
いる。

7.1 寒河江ダムの立地特性 水源地域動態①



7.2 寒河江ダムの利用者数 水源地域動態②

寒河江ダム周辺における観光利用者数は、平成２年に寒河江ダ
ムの竣工後は、「水の文化館」、「月山銘水館」、「水沢温泉」、「大
井沢温泉」等の開業により、平成17年までは年間延べ70万人前
後まで増加している。
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西川町町勢要覧2009資料編



7.3 ダム管理所と地域との関わり(1) 水源地域動態③

寒河江ダムでは、ダム完成当時から地域住民との交流やイベントが盛んに行わ
れている。
「月山湖 水の生き物調査」を開催するなど、地域の子供たちの環境教育の場と
しても貢献している。
西川町は「名水百選」「水の郷百選」「水源の森百選」に指定され、さらに県内6
市6町の飲料水供給の町であることから、その美しい自然を子孫に引き継ぐため、
「水源を守る町民大会」を７月上旬に毎年開催している。（今年で２０回目）

寒河江ダム特別見学会

水源を守る町民大会

寒河江ダム「一日管理所長」

小学生による月山湖のいきもの調査



7.3 ダム管理所と地域との関わり(2) 水源地域動態④

寒河江ダムに設置されている高さ日本一（１１２ｍ）の月山湖大噴
水を見学に、県内外から多くの観光客が訪れている。
寒河江ダム湖内のカヌー競技場は、ボート競技のメッカとして、
様々な競技会場であると共に、月山湖を練習場としている選手か
らオリンピックにも選出されている。

寒河江ダム特別見学会

水源を守る町民大会

月山湖大噴水

H18年全国中学生カヌー大会

展望広場



●紅葉期のダムの活用（素案）

・１１月２日を寒河江ダムの日と設定

・１１月２日１１時２０分にオリフィスゲートからの観光放流を実施

・最上統管事務所の見学会

●寒河江ダム右岸管理用通路の活用（素案）

・各種イベントに利用

・視点場の設定と樹木の伐採

●その他アイデアを町民等から募集

7.4 愛され親しまれるダム湖を目指して 水源地域動態⑤



7.5 まとめ 水源地域動態⑥

西川町では人口減少が続いている。
ダムが観光資源として活用され、ダム周辺等への観光・レクリエーション施設の
整備も行われている。
寒河江ダム周辺における観光利用者数は、周辺施設の増加に伴い、平成17年
までは年間延べ70万人前後まで増加していた。

寒河江ダム周辺においては、各種レジャー施設の立地やイベントなどの開催が行われてお
り、なお一層の利活用が及び参加が望まれる。

今後の方向性：

水源地域の自立・持続的な活性化を図るため“水源地域ビジョン”の推進に協力する。
地域活性化のため、流域住民が各イベント等に積極的に参加できるよう働きかける。

ダムを環境教育の場として活用しながら、体験学習型イベントを引き続きおこなう。

町民等から意見等を募集し、新たなダムの魅力を発見し、観光等に役立てる。



まとめ

管理を開始して以来、平成20年までに、洪水調節
を63回実施。平成17年7月洪水では、下流西根地
点において、水位を約0.6m低減させた。

今後も洪水被害軽減のため、気象
情報等に注意し、早めに参集し、適
切な洪水調節操作を行う。また、流
木の再利用等促進を図る。

ダムの放流により、流水の正常機能が確保され、
かんがい用水、発電の補給が行われている。
水力発電は、CO2排出抑制に大きな効果がある。

今後も河川流況に注意し、関係機
関と連携し、適切な管理を行う。

ダム周辺では、各種レジャー施設の立地やイ
ベントなどの開催が行われており、ダムが観
光資源として一層の利活用が望まれる。

流域住民の各種イベント等への積
極的な参加を働きかける。新たなダ
ムの魅力を地域住民等と発見し、
観光等に役立てる。

適切な洪水調節洪水調節

安定した利水確保

地域への貢献

水質の維持

洪水の状況によっては、貯水池内の濁水が懸念さ
れる。富栄養化現象は発生していないが、階級判
定では貧～中栄養に相当。近年、オオマリコケム
シが発生。

水質保全の啓発を図り、良好な水
質の維持に努める。貯水池内の濁
水対策として、洪水時の濁水流入
状況を調査するなど検討を進める。


